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　5 月 8 日（金）、くすのきクラブ連合会定期通常総会がタワーホール
船堀で行われました。総会では、平成 26 年度事業報告、決算報告、平
成 27 年度事業計画案、同予算案の 4 議案が審議され承認されました。
　総会後の懇親会では新旧クラブ会長が一堂に会し、これまでの多大な
る貢献に深い感謝と尊敬の意を込めて大きな拍手が起こりました。
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くすのきクラブ連合会
平成27年度定期総会開催

平成27年度 おもな行事予定
日　時 行　事 開催場所

6月 5日（金） 第 36 回リズム運動大会 スポーツセンター
6月12日（金） 第 36 回リズム運動大会 総合体育館
7月 5日（日） 第 39 回熟年者囲碁将棋大会 グリーンパレス
7月31日（金） 第 3 回輪投げ大会 スポーツセンター
8月29日（土） 第 3 回輪投げ大会 総合体育館
9月19日（土）

　 ～21日（月・祝）
笑顔いっぱい長寿の集い 区内各施設

10月11日（日） 第 38 回区民まつり 都立篠崎公園
10月22日（木） 第 43 回さわやか体育祭 陸上競技場
11月 6日（金） リズム運動葛西地区交流会 スポーツセンター
11月20日（金） リズム運動松江地区交流会 総合体育館
11月21日（土） リズム運動鹿骨地区交流会 総合体育館
11月23日（月・祝）ウオーキングフェスタ 2015 未定
11月27日（金） リズム運動小岩地区交流会 総合体育館
11月29日（日） リズム運動小松川地区交流会 小松川小学校
11月30日（月） リズム運動東部地区交流会 東部区民館

2月10日（水）
      ～11日（木・祝）

熟年文化祭 総合文化センター

3月 5日（土） 第 13 回合唱祭 総合文化センター
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は
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を
い
た
だ
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と
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ま
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気
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。
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あ
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。

皆
様
、
健
康
づ
く
り
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
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よろしくお願いします　　新任会長（敬称略）

おつかれさまでした　　退任会長（敬称略）

懇
親
会 

多
田
区
長
あ
い
さ
つ
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く
す
の
き
ク
ラ
ブ
の

近
況
を
お
し
ら
せ
♪

○腕前 ( 段 ･ 級 ) に応じてクラス分け
○ハンデなし
　囲碁＝黒番の先手、六目半込み出し
　将棋＝駒落ちなし平手
○各クラス優勝 ･ 準優勝 ･3 位の方を表彰

練習の成果を発表

ル
ー
ル

日時：平成 27 年 7 月 5 日 ( 日 )
         開会式 9:30
対象：区内在住の 60 歳以上の方
会場：グリーンパレス孔雀の間
主催：くすのきクラブ連合会

大
会
内
容

響き渡るハーモニー♪
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大

会
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ま
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り
ま

し
た
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こ
の
大
会
は
本
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で
39
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目
の
開
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と
な
り
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熱
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戦
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が
繰
り
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ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

昨
年
は
２
２
８
人
の
参
加
者
の

う
ち
、
く
す
の
き
ク
ラ
ブ
か
ら
は

87
人
の
参
加
、
内
14
人
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。
段
・
級
別
で
ク
ラ
ス
分

け
を
し
ま
す
の
で
腕
前
に
自
信
が

あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
初
心
者
の
方

も
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

　今年で 12 回目を
迎えた合唱祭が、３
月７日（土）に総合
文化センターで開催
されました。第 1部
から 3 部までおよそ
3500人が参加し、今
年も江戸川ギターマ
ンドリンクラブの伴
奏と歌唱指導の先生

と指揮者の先生の演奏のもと、全部で 9 曲を合
唱しました。
　歌詞カードを見ないで歌っている方も大勢い
て、熟年者のパワーで会場は熱気につつまれま
した。次回の合唱祭もたくさんの方のご参加を
お待ちしております。

応 募 方 法　
　詳しくは広報えどがわの 6 月 10 日号をご
確認ください。
　6 月 11 日（木）から電話にて受け付けます。
定員になり次第終了となります。くすのきクラ
ブ会員は、各クラブの会長にお申し込みいただ
くことをおすすめします。

お問い合わせ：区役所福祉推進課生きがい係
℡ 5662-0039　※ 9:00 ～ 17:00

～参加者大募集～
第 39 回 熟年者囲碁将棋大会

　

２
月
11
日
（
水
）、

12
日
（
木
）
に
江
戸

川
区
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
熟
年
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ

６
０
０
０
人
の
熟
年

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
に
増

し
て
作
品
出
展
が
あ
り
、
多

く
の
す
ば
ら
し
い
作
品
が
、

会
場
内
を
彩
り
ま
し
た
。

　

区
長
さ
ん
の
お
話
の
中
で

「
長
年
何
か
に
打
ち
込
む
と

素
晴
ら
し
い
も
の
が
出
来
上

が
る
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、熟

年
文
化
祭
は
創
造
性
を
か
き

た
て
る
発
表
の
場
で
す
。
日

ご
ろ
か
ら
趣
味
や
特
技
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

くすのき
大合唱団

熟年文化祭　盛大に開催

式典のようす

くすのきクラブ
熟年文化祭入賞者紹介（敬称略）

おめでとうございます
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□家屋の修理
　台風時熟年者の死亡事故は、屋根に上って雨漏り等の
手当てをしようとしたものが多いそうです。事前に業者
等に修理を頼んでおきましょう。
□排水溝の清掃
　排水の妨げにならないよう掃除をしてください。
□庭木の補強
　木は倒れて家の一部を破壊したり、道をふさいでしまっ
たりすることもあります。支柱をたてて補強しましょう。
□屋外の片付け
　屋外の物が強風で倒れたり、浸水で流されたりしたら
危険です。なるべく物を置かないように！
□車を高い場所に停める
　車は、大雨の危険がある時は一時的に立体駐車場など
高い所に停めておきましょう。大量の水が流れ込むと故
障の危険性だけでなく流された時、避難や救助の妨げに
なる可能性があります。

□正確な情報収集
　テレビやラジオ、インターネットなどで最新の情報を
集めましょう。
□電化製品の置き場所
　浸水に備え、電化製品などを高めの位置にしておきま
しょう。万が一浸水してしまった場合は、危険なので即
座に電源を切ってください。
□非常持ち出し袋や常備防災グッズの用意
　非常事態にこれだけ持ち出せば OK という荷物を前
もって準備しておくと安心です。何か起きる前に今こそ
備えておきましょう。
□非常食の準備
　保存期間が長く、加熱しなくても食べられるレトルト
食品やインスタント食品だと便利です。
□水の備え
　飲み水に加え、断水した時のためにお風呂などに水を
ためておくと便利です。
□非難の経路や場所の確認
　地図等を見て避難場所や経路を見ておきましょう。家
族とも落ち合えるように相互に確認しておいてくださ
い。

《１》家の周りの日ごろの備え

《２》家の中の日ごろの備え家庭のための
水害対策水害対策

6月に入り梅雨の季節となりました。

江戸川区は区の 7割が海抜０ｍ地帯で、大雨などによる水害を受け

やすい地形です。昨年、小松川 3丁目国道 14号線では冠水して複

数台の車が立ち往生しました。このようにこれからの時期、いつ大雨

が降ってもおかしくありません。日ごろからの準備を万全にし、い

ざという時に備えておく必要があります。

家にある物を使って土のうの代用（簡
易水のう）を作ることができます。

【方法】
○ごみ袋を２重、３重にし、水を半分　
　くらいまで入れ、袋の空気を抜いた　
　後、きつく縛る。
○水が漏れるようなら更に袋を重ねる。
○いくつか作ったものを出入り口など
　に隙間なく並べて使用する。お近く
　に土のうステーションがない家庭で　
　も手軽に作ることができます。
※初期段階における簡易的な処置です　
　のでご注意ください。

いくつか作って隙間
を塞いでください

簡易的に土のうの代
わりになります

トイレや排水溝をふさ
ぐと逆流防止効果も

段ボールに入れて使
うとより丈夫に

以下は中身の例です。個人個人必要なものを確認して用
意してください。ただし、一人で無理なく持ち運びがで
きる重さに中身を調節しましょう。

□飲料水

□懐中電灯

□非常用ローソク

□ライター

□携帯ラジオ

□救急セット

□タオル

□ポリ袋

□災害用簡易トイレ

□トイレットペーパー

□常備薬、持病薬

□お薬手帳

□メガネ

□健康保険証

□入れ歯

□おむつ

□携帯電話

□折りたたみ杖

非常持ち出し袋を準備しましょう

家でできる水のうの作り方
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私
た
ち
扇
子
田
長
寿
会
は
大
変

仲
の
良
い
ク
ラ
ブ
で
す
。
会
員
相

互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
て
お
り
、
年
２
回
の
宿
泊

研
修
に
は
毎
回
30
人
前
後
が
集
ま

り
ま
す
。
昨
年
の
11
月
に
は
長
野

県
の
国
宝
・
善
光
寺
を
訪
れ
ま
し

た
。
研
修
は
い
つ
も
好
評
で
、
ま

た
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
い
う
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
。

　

日
ご
ろ
は
週
に
１
回
リ
ズ
ム
運

動
や
輪
投
げ
な
ど
で
体
を
動
か
し

て
い
ま
す
。
リ
ズ
ム
運
動
は
和
や

か
な
雰
囲
気
で
皆
さ
ん
気
持
ち
よ

　

新
二
之
江
さ
く
ら
会
は
常
々
、

“
和
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
助
け
合
い

の
気
持
ち
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
誕
生
会
、
食
事

会
な
ど
の
懇
親
会
や
、
リ
ズ
ム
運

動
や
輪
投
げ
な
ど
の
軽
運
動
、
民

舞
や
カ
ラ
オ
ケ
、
日
帰
り
研
修

旅
行
や
清
掃

活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま

す
。

　

リ
ズ
ム
運

動
は
週
１
回

三
島
会
館
に

22
人
ぐ
ら
い

集
ま
り
ま

す
。
マ
ン
ボ

く
踊
っ
て
い
ま
す
。
輪
投
げ
は
１

月
に
初
投
げ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
輪
投
げ
は
気
楽
な
ゲ
ー
ム
で

や
ル
ン
バ
、タ
ン
ゴ
な
ど
を
踊
り
、

健
康
的
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

民
舞
や
カ
ラ
オ
ケ
は
月
に
１
回

15
人
が
集
ま
り
ま
す
。
２
月
に

行
わ
れ
た
熟
年
文
化
祭

で
も
歌
と
踊
り
を
舞
台

で
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
、“
元
気
い
っ
ぱ
い
の

江
戸
っ
子
長
寿
会
”
と

し
て
ク
ラ
ブ
で
の
歌
や

踊
り
の
活
動
を
テ
レ
ビ

で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

町
会
と
の
交
流
は
い

新二之江さくら会
会長：長谷川　竹夫
会員：54 人

小岩
地区

扇子田長寿会
会長：高山　稔　 
会員：108 人

ク ラ ブ 紹 介葛西
地区

明
る
く
、
楽
し
く
、
和
や
か
に

会
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
和
」

す
が
、勝
負
に
は
熱
が
入
り
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
教
室
も
2
チ
ー
ム
編
成

で
、
合
唱
祭
の
練
習
も
兼
ね
て
週

1
回
競
い
合
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
会
や
年
３
回
あ
る
誕
生
会

で
は
、
40
人
程
が
参
加
し
歌
に
踊

つ
も
大
切
に
し
て
い
て
、
活
動
の

す
べ
て
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
昨

年
の
６
月
に
は
、
町
会
と
合
同
で

大
塚
製
薬
よ
り
講
師
を
呼
び
、
熱

中
症
と
認
知
症
の
講
演
会
を
開
き

ま
し
た
。
と
て
も
参
考
に
な
っ
た

と
評
判
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
一
大
行
事
で
あ
る
日

帰
り
研
修
は
、
春
・
秋
の
年
２
回

行
い
ま
す
。
昨
年
は
静
岡
の
修
善

寺
と
千
葉
の
館
山
に
行
き
ま
し

た
。
観
光
・
み
か
ん
狩
り
・
カ
ラ

オ
ケ
等
を
行
い
大
変
喜
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
し
、
最
高
の
１
日

に
な
り
ま

す
。

　

会
員
の

勧
誘
活
動

は
毎
月
町

会
で
行
っ

て
い
ま
す

が
、
残
念

り
に
大
変
な
盛
り
上
が
り
に
な
り

ま
す
。
常
に
和
気
あ
い
あ
い
と
し

て
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

他
に
は
、
町
内
で
の
ア
ル
ミ
缶

テレビで紹介されました！

みんなで記念撮影

研修旅行　長野・善光寺にて

輪投げを楽しんでいます！

の
回
収
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
直
接
的
に
は
20
人
ぐ
ら
い
で

す
が
、
協
力
者
を
入
れ
る
と
50
～

60
人
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
夏
・

冬
は
大
変
で
す
が
、
週
２
回
は
り

き
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
つ
い
て
は
全
員
参
加
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
が
、
健

康
な
ど
の
都
合
も
あ
っ
て
な
か
な

か
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
で
す

が
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
作
成
し
て
積

極
的
に
入
会
希
望
者
を
募
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
お
か
げ
様
で

入
会
者
が
徐
々
に
増
え
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
会
員
た
ち
一
同
、

仲
良
く
活
動
し
交
流
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
こ
と
に
成
果
が
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
会
員
も
協
力
し

て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
と
て
も

助
か
り
ま
す
し
い
つ
も
頼
り
に
し

て
い
ま
す
。

　

会
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
“
和
”

を
胸
に
、
一
同
和
や
か
で
健
康
的

に
活
動
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。
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シ
ル
バ
ー
5
は
平
成
5
年
、
５

つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
人
で
発
足

し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
名
は
自
治
会

で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
５
と
名
前

を
合
わ
せ
、
シ
ル
バ
ー
５
と
名
付

け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

主
な
活
動
の
一
つ
で
あ
る
誕
生

会
で
は
、
年
に
３
回
60
人
ほ
ど
が

参
加
し
ま
す
。
皆
で
食
事
を
楽
し

み
、
ビ
ン
ゴ
や
漢
字
ク
イ
ズ
、
合

唱
等
の
余
興
も
盛
況
で
す
。
落
語

の
師
匠
を
お
呼
び
し
て
落
語
会
を

開
催
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。
会
員

た
ち
に
は
大
変
好
評
で
し
た
の
で

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
ぜ
ひ
お
呼
び

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

誕
生
会
の
日
に
は
不
定
期
で
講

　

大
杉
第
一
菊
の
会
は
昭
和
52
年

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
の
名
産
で
も
あ
る
菊
の
名
を
ク

ラ
ブ
に
設
け
ま
し
た
。
活
動
と
し

て
は
リ
ズ
ム

運
動
や
カ
ラ

オ
ケ
を
主
に

や
っ
て
い
ま

す
。

　

ク
ラ
ブ
と

し
て
は
、
合

唱
祭
や
熟
年

文
化
祭
に
も

参
加
し
て
い

シルバー５
会長：塩田　晴久
会員：75 人

ク ラ ブ 紹 介

演
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
26
年

度
は
熟
年
相
談
室
な
ぎ
さ
和
楽
苑

東
葛
西
の
方
か
ら
「
認
知
症
の
理

解
と
そ
の
予
防
」
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
参
加
者
に
、
10

葛西
地区

大杉第一菊の会
会長：湯澤　正親
会員：32 人

松江
地区

地
域
と
の
交
流
を
大
事
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

る
た
め
、
大
会
に
向
け
て
楽

し
み
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま

項
目
の
自
分
で
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
配
付
し
自
己
診
断
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
ま
だ
自
分
は

大
丈
夫
」「
あ
～
危
な
い
」
と
い
う

方
等
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

年
１
回
の

日
帰
り
研
修

で
は
、
昨
年

度
山
梨
県
立

リ
ニ
ア
見
学

セ
ン
タ
ー
に

訪
れ
ま
し
た
。

実
際
に
目
の

熟年文化祭の様子

笑顔で記念撮影

講演会のようす

カラオケ大会

前
を
時
速
５
０
０
㎞
で
走
行
す
る

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
は
と
て
も

迫
力
が
あ
り
、
会
員
に
も
極
め
て

好
評
で
し
た
。

　

他
に
も
、
自
治
会
の
美
化
運
動
・

行
事
へ
の
参
加
や
、
週
１
回
の
リ

ズ
ム
運
動
、
カ
ラ
オ
ケ
や
絵
手
紙

等
の
趣
味
の
教
室
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
中
に
は
近
年
、
参
加
者
の

高
齢
化
に
よ
り
継
続
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
活
動
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、会
員
の
協
力
も
あ
っ

て
新
規
入
会
者
も
増
え
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
も
一
同
で
お
互
い
支

え
合
い
、
精
力
的
に
活
動
を
楽
し

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

す
。
特
に
合
唱
祭

に
は
力
を
入
れ
て

お
り
、
課
題
曲
を

歌
い
互
い
に
高
め

あ
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
カ
ラ

オ
ケ
が
好
き
な
人

が
多
い
の
で
、
好

き
な
曲
を
歌
い
楽

し
む
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
地
域
で
見
守
り
隊
と

い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
安
全
の
た
め
に
、

ク
ラ
ブ
か
ら
も
数
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
見
守
り
は
大

変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
と
て

も
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
顔
を

見
る
こ
と
で
、
私

た
ち
も
元
気
な
気

持
ち
に
な
り
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
、

健
康
保
持
の
た
め

に
体
操
を
大
杉
公
園
で
行
っ
て
い

ま
す
。
大
杉
公
園
は
大
き
な
公
園

で
、
の
び
の
び
と
体
操
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
新

小
岩
の
温
泉
に
健
康
保
持
と
し
て

ク
ラ
ブ
で
行
き
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
で
は
地
域
の
方
と

の
交
流
も
増
え
、
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
と
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
貴
重

な
時
間
で
す
。

　

年
々
活
動
も
減
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
通
し

て
、
ク
ラ
ブ
・
地
域
の
み
な
さ
ん

と
の
関
わ
り
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、地
域
で
の
活
動
を
大
事
に
し
、

外
で
の
活
動
に
今
後
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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晴
天
に
恵
ま

れ
、一
行
27
人
が
元
気
に
出
発
。

　

首
都
高
速
を
抜
け
る
ま
で
は

朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
で
混
み
ま
し
た

が
、
時
間
通
り
に
休
憩
。
富
士

ス
バ
ル
ラ
イ
ン
で
は
裾
野
ま
で

奇
麗
な
富
士
。
景
色
が
刻
々
と

変
化
し
つ
つ
五
合
目
に
到
着
。

空
気
は
希
薄
模
様
。
富
士
神
社

等
に
参
拝
し
、
お
買
い
物
。

　

次
は
朝
霧
高
原
で
自
由
に
昼

食
を
と
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は

●
父
の
指
示
下
着
靴
下
重
ね
着

し
も
の
は
持
つ
な
の
空
襲
逃
避

●
ご
う
ご
う
と
火
の
海
の
中
逃

げ
ま
ど
い
怒
声
悲
鳴
つ
な
ぐ
手

千
切
れ

●
猛
る
火
に
ふ
と
ん
被
り
て
動

け
ぬ
人
煽
ら
れ
し
ふ
と
ん
立
ち

の
ぼ
り
ゆ
き

●
「
ね
ん
ね
こ
が
燃
え
て
い
ま

す
よ
」
姉
の
背
に
お
ぶ
い
し
弟

危
う
き
と
こ
ろ

会員の随筆

焼
き
そ
ば
と
、
ガ
イ
ド
さ
ん
お

奨
め
の
饅
頭
で
済
ま
せ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
一
路
今
日
の
お

宿
、下
部
温
泉
ホ
テ
ル
に
到
着
。

　

6
時
か
ら
の
宴
会
は
、
一
風

呂
浴
び
て
宴
会
場
に
皆
さ
ん
着

席
。
会
長
の
ご
挨
拶
の
後
、
乾

杯
。
お
酒
が
進
み
、
長
寿
会
は

役
者
揃
い
で
歌
に
踊
り
に
楽
し

い
宴
会
で
し
た
。

　

朝
は
バ
イ
キ
ン
グ
で
各
自
準

備
で
き
次
第
出
発
。
１
１
５
３

メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
あ
る
日
蓮

宗
の
総
本
山
、
身
延
山
久
遠
寺

へ
バ
ス
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
上

り
ま
し
た
。
参
拝
で
き
て
幸
せ

で
し
た
。
枝
垂
れ
桜
で
有
名
で

す
が
、
季
節
が
終
わ
り
で
残
念

で
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
三
保
の
松
原
と

言
え
ば
羽
衣
の
松
。
伝
説
を
頭

に
描
き
な
が
ら
歩
く
と
眼
の
前

に
羽
衣
の
松
の
説
明
文
が
あ

り
、
長
い
歴
史
を
物
語
っ
て
い

る
よ
う
な
老
木
で
労

い
た
わ
し
く
感
じ

ま
し
た
。
三
保
の
松
原
は
絶
対

に
歩
く
と
決
め
て
参
加
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
皆
様
の
御
加
護

に
よ
り
完
歩
で
き
ま
し
た
こ

と
、本
当
に
有
難
く
思
い
ま
す
。

　

富
士
山
も
お
疲
れ
の
よ
う

で
、一
日
姿
を
見
せ
ず
お
休
み
。

グ
ル
メ
街
道
で
お
買
い
物
、
帰

り
は
順
調
に
到
着
。
お
天
気
に

恵
ま
れ
、
楽
し
い
旅
で
し
た
。

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

●
父
母
に
つ
き
右
往
左
往
の
火

に
ま
か
れ
雨
あ
ら
れ
の
ご
と
焼

夷
弾
の
な
か

●
飛
び
散
っ
た
火
の
粉
を
浴
び

て
痛
む
目
に
夜
明
け
の
惨
状
こ

の
世
の
も
の
か

●
路
地
路
地
に
山
と
積
ま
れ
る

焼
死
体
防
空
壕
に
居
た
ら
わ
が

身
か

●
死
者
た
ち
の
黒
焦
げ
の
山
・

山
・
山
を
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
い
ず

こ
に
運
ぶ

●
隅
田
川
土
手
に
並
び
し
水
死

体
眠
る
が
ご
と
し
近
寄
り
が
た
し

●
憲
兵
の
切
り
裂
く
笛
の
先
に

影
死
体
の
胴
巻
ね
ら
う
物
取
り

●
七
才
は
一
夜
の
う
ち
に
年
取

り
し
寒
さ
ひ
も
じ
さ
言
っ
て
は

な
ら
ぬ

●
黒
山
に
追
わ
れ
し
夢
は
い
つ

か
ら
か
追
い
つ
か
れ
て
は
目
覚

め
る
夜
更
け

●
黒
山
に
追
わ
れ
し
夢
は
何
な

の
か
追
求
も
せ
ず
幾
年
も
過
ぎ

●
爆
音
と
火
の
粉
の
花
火
に
歯

の
合
わ
ず
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

の
空
襲
地
獄

●
下
町
を
火
葬
場
に
し
た
阿
鼻

叫
喚
火
薬
の
花
火
の
美
し
か
ろ

う
か

富
士
山
＆
三
保
の
松
原
・
下
部
温
泉

�

扇
子
田
長
寿
会　

加
藤　

嘉
子

東
京
大
空
襲
を
生
き
の
び
て
70
年 

─ 

短
歌
集

　

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
葛
西
ク
ラ
ブ

�

　

大
矢　

春
枝

●
黒
山
は
焼
死
者
た
ち
だ
黒
焦

げ
の
ど
こ
の
誰
だ
か
男
女
も
分

ら
ず

●
死
者
た
ち
は
無
念
の
あ
ま
り

夢
に
出
て
忘
れ
て
な
ら
ぬ
と
わ

れ
を
追
い
し
か

●
今
夜
に
も
久
し
く
見
ぬ
夢
出

で
て
こ
よ
七
十
年
経
し
け
っ
し

て
忘
れ
ま
じ

●
く
す
の
き
の
カ
ル
チ
ャ
ー
に

行
き
15
年
短
歌
の
出
会
い
賜
物

な
り
し

●
絡
ま
っ
た
雑
念
雑
事
を
解
き

ほ
ぐ
す
ゆ
と
り
の
持
て
る
豊
か

な
老
い
に

●
包
丁
だ
こ
鉛
筆
だ
こ
に
皺
・

肝
斑し

み

と
血
管
浮
く
手
鎌
の
古
傷

●
こ
の
難
儀
耐
え
れ
ば
打
つ
手

見
え
く
る
と
遮
二
無
二
進
む
老

い
の
我
武
者
羅

●
七な

な
そ
と
せ

十
年
戦
後
を
生
き
て
生
か

さ
れ
て
喜
寿
の
祝
い
に
と
ま
ど

い
て
お
り

【
随
筆
の
応
募
方
法
】
原
稿
（
５
０
０
～
６
０
０
字
程
度
）
と
顔
写
真

　

を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
原
稿
に
は
必
ず
ク
ラ
ブ
名
、
氏
名
、
題
名

　

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
川
柳
の
応
募
方
法
】
ハ
ガ
キ
に
川
柳
１
作
品
、
ク
ラ
ブ
名
、
氏
名
を

　

記
入
し
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
※
川
柳
は
楷
書
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先
】
区
役
所
福
祉
推
進
課
生
き
が
い
係　

　

〒
１
３
２
―

８
５
０
１ 

江
戸
川
区
中
央
１
―

４
―

１　

　

☎
５
６
６
２
―

０
０
３
９

随
筆
・
川
柳
大
募
集
！
　
☆
随
筆
、
川
柳
を
随
時
募
集
し
ま
す
☆

傘
寿
な
り
内
助
の
功
も
今
は
逆

�

上
一
色
西
睦
会
　
飯
田
　
酉
男

花
束
を
も
ら
っ
て
笑
顔
誕
生
日

�

下
鎌
田
長
寿
会
　
小
林
と
し
子

膝
と
腰
待
合
室
の
同
窓
会

な
ぎ
さ
麗
樹
会
　
滝
沢
き
み
江

く
す
の
き
ク
ラ
ブ
会
員
川
柳
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　夏になると気温の変化が激しく、体調を崩しやすくなります。
　そこで、今回は三療券の使い方や効果を知り、快適な生活を送れ
　る参考になる情報をお届けいたします。

　夏になると気温の変化が激しく、体調を崩しやすくなります。
　そこで、今回は三療券の使い方や効果を知り、快適な生活を送れ
　る参考になる情報をお届けいたします。

【申請方法】
○郵送で受け取る場合
　「申請用はがき（三療師会会員の施術所、各熟年相談室で配
　布）」に必要事項を記入して郵送してください。　
○窓口で受け取る場合
　区役所 2階 3番孝行係へお越しください。
　必要なもの
　・本人確認できるもの（保険証・運転免許証など）を持参。
　・代理の場合→上記のほか代理の方の本人確認できるものも
　　持参。
※区役所本庁舎以外でのお受け取りは
　出来ません。

問合せ先
お申し込み、詳しい内容のお問い合わせは

下記までお願いします。

区役所福祉推進課孝行係
〒 132-8501　江戸川区中央 1-4-1
TEL：5662-0314

三療券とは  

役立つ情報

スポンサーへの御礼　本紙の発行に際しまして御協賛いただきましたスポンサー各位に厚く御礼申し上げます。今後とも倍旧の
御厚誼を賜りますようお願い申し上げます。

   ●  「27 年度三療券希望」
   ●  氏名（フリガナも）
   ●  住所
   ●  生年月日
   ●  電話番号

（注）はがき 1 枚で 1 人
　　 の申請です

郵便はがき記入例

三療券を活用しよう！
〜 夏を元気に乗り越えるヒケツ 〜

　肩こり、神経痛などは熟年者の大敵。
区では江戸川区三療師会の協力により、
75歳以上の方に三療券（はり・きゅう・
マッサージが1回の施術につき本人負
担200円でうけることができる券）を
年15枚、三療割引券（1回の施術につ
き本人負担2,200円でうけることがで
きる券）を年10枚、希望により差し上げています。65歳か
ら74歳までの方へは、希望により三療割引券を年10枚差し
上げています。
　なお、出張施術を受けるときは、出張費は別にお支払いい
ただきます。

三療の効果
はり・きゅうの効果

　・体への負担が少ない
　　（クスリが少ない・免疫力の低下した体にも優しいなど）
　・未病治療にも効果があるといわれている
　　※未病（病気に進行しつつある状態）

定期的に受けることで、快適で健康状態をより高度に
維持することができます。また、効能のあるツボを刺
激してもらうことで、今まであきらめていた体の疲れ
などが取れるかもしれません。

マッサージの効果
　・筋肉のコリを取り除く
　・血液の環流を促す
　・リラクゼーション効果
　  （副交感神経を刺激するため、快眠効果を促す）

マッサージは体を刺激するため、普段使っていなかっ
た筋肉などが刺激されることで体が楽になります。ま
た、血行を刺激するため、全身への効果が期待されます。

最後に……

　三療券を活用することにより、体の不調や今まで年齢の
せいだと思っていたことが改善されるかもしれません。
　また、身体の疲労軽減と心のケアにもつながります。夏
に入りクラブの活動も増えてい
くことと思います。暑くなり、疲
れやすくなるこれからの時期に
三療券を上手に活用し、これか
らも健康で快適な生活を送りま
しょう。
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♣
連
合
会
の
総
会
も
終
り
平
成
27
年
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
際
に
自
転
車
を
利
用
す
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
近
頃
自

転
車
に
よ
る
交
通
事
故
や
、
カ
ギ
を

掛
け
な
い
た
め
の
盗
難
が
多
く
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
楽
し
み
も
半
減

し
て
し
ま
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

�

（
広
報
部
長　

鈴
木　

善
三
）

♣
本
年
度
も
春
の
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
は
自
転
車
の

事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
若

い
人
は
メ
ー
ル
を
し
な
が
ら
走
行
し

て
お
り
、
自
転
車
同
士
の
事
故
や
、

歩
行
者
へ
の
追
突
事
故
で
大
怪
我
を

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
大
き
い
道

で
は
一
時
停
止
し
て
自
分
の
身
は
自

分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
広
報
副
部
長　

塩
川　

富
一
）

♣
八
十
八
夜
も
過
ぎ
、
今
年
は
急
に
夏

模
様
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
お
元

気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
年

度
、
広
報
副
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。
皆
様
に
ご
協
力
頂
き
、
微
力

で
す
が
楽
し
い
誌
面
に
と
思
っ
て
い

ま
す
。
御
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
広
報
副
部
長　

大
野　
　

茂
）

♣
多
田
区
長
の
五
期
目
と
な
り
、
今
後

の
方
向
に
も
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
も
自
立
心
を
し
っ
か
り
と
持

ち
進
み
た
い
も
の
で
す
。
広
報
部
の

使
命
に
加
え
、
読
者
の
皆
様
の
脳
力
4

4

向
上
に
役
立
つ
よ
う
な
内
容
の
誌
面

構
成
を
心
が
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

�

（
広
報
副
部
長　

村
井　

征
夫
）

編
集
後
記

地区 会場 所在地 開催時間 開催日程

松
江

第 三 松 江 小 学 校 中 央 4 － 13 － 1 土 曜 10 ～ 12 時 6/20・6/27・7/4・
7/11・9/5・9/26

東 小 松 川 小 学 校 東小松川 3 － 27 － 1 土 曜 14 ～ 16 時 6/27・7/25・9/26

一 之 江 小 学 校 一 之 江 4 － 5 － 1 日 曜 13 ～ 15 時 6/28・7/19・9/13

小
松
川

平 井 東 小 学 校 平 井 4 － 28 － 9 日 曜 13 ～ 15 時 6/28・7/5・9/6

小 松 川 小 学 校 平 井 4 － 1 － 23 土 曜 13 ～ 15 時 6/13・7/11・9/5

平 井 第 二 小 学 校 平 井 6 － 1 － 17 土 曜 10 ～ 12 時 6/20・7/18・9/19

★小松川第二小学校 小 松 川 3 － 6 － 4 日 曜 13 ～ 15 時 6/28・7/12・9/27

葛
西

船 堀 第 二 小 学 校 船 堀 4 － 14 － 4 日曜、土曜 10 ～ 12 時 6/13・6/21・7/5・
7/11・9/6・9/12

第 二 葛 西 小 学 校 東葛西 6 － 33 － 1 土 曜 10 ～ 12 時 6/20・6/27・7/18・
7/25・9/5・9/26

西 葛 西 小 学 校 西葛西 3 － 9 － 44 日 曜 10 ～ 12 時 6/28・7/12・9/13

新 田 小 学 校 西葛西 8 － 16 － 1 日 曜 10 ～ 12 時 6/21・7/19・9/27

小
岩

西 小 岩 小 学 校 西 小 岩 3 － 19 － 12 土 曜 10 ～ 12 時 6/6・6/13・7/4・
7/11・9/12・9/19

東 小 岩 小 学 校 東小岩 4 － 12 － 1 日 曜 13 ～ 15 時 6/21・7/19・9/20

下小岩第二小学校 南 小 岩 5 － 5 － 1 日 曜 13 ～ 15 時 6/28・7/26・9/27

東
部

南 篠 崎 小 学 校 南篠崎町 4 － 27 － 5 日 曜 13 ～ 15 時 6/14・7/5・7/12・
9/6・9/13

下 鎌 田 西 小 学 校 西 瑞 江 2 － 30 土 曜 10 ～ 12 時 6/13・6/27・7/18・
7/25・9/5・9/26

鹿
骨

篠 崎 第 四 小 学 校 篠崎町 8 － 12 － 8 土 曜 13 ～ 15 時 6/13・7/18・9/12

鹿 骨 東 小 学 校 鹿 骨 3 － 7 － 1 土 曜 10 ～ 12 時 6/27・7/25

篠 崎 第 二 小 学 校 上 篠 崎 1 － 3 － 1 日 曜 10 ～ 12 時 6/7・6/21

平成27年度 地区リズム運動教室予定表

訃 

報
（
敬
称
略
）

一
南
若
松
ク
ラ
ブ�

小
島
彌
三
郎

十
軒
長
寿
会�

　

田
中　

敬
基

�
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

★新規会場
※開催日は中止となる場合があります。ご了承ください。また、８月は実施いたしません。
※注意!!   各小学校へのお問い合わせはご遠慮ください。
【お問い合わせ】区役所生きがい係　℡ 03-5662-0039

11 月　入会説明会
目指せ会員増 ! 会長が魅力を伝えます

９月　長寿の集
い

各クラブ練習の成果を発揮

10 月　区民まつりリズムでまつりが盛り上がる♪

行事が多いくすのき。
本紙では掲載しきれなかったものを
まとめて紹介します！

くすのき
掲示板

２月　連合会宿泊研修
くすのき会員の親睦が深まる


